
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎２０１８年度学校徴収金（学校で保護者から一律で集金している教材等）について 

事務職員が配置されている２２校の徴収金額について児童生徒一人当たりの平均総額をグ

ラフ化しました。各学校の徴収金については、事務職員にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円） １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 

テスト・ワーク・ドリル 3,252 3,574 3,766 3,750 4,667 4,524 

図工教材 600 764 827 1,003 906 1,525 

その他教科 教材・教具 1,010 494 657 672 1,236 997 

用紙類 50 94 159 167 66 60 

消耗品類 248 218 193 193 192 203 

その他徴収金 466 212 220 213 210 246 

別途徴収金 292 132 312 192 306 3,786 

平均総額 5,918 5,488 6,134 6,190 7,583 11,341 

2014年度平均総額 5,779 5,161 6,460 6,165 7,635 12,312 
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千歳市公立小中学校事務職員連携会議【学校間連携会議】 
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保護者負担軽減の公費化とは？ 

配当予算の工夫（節約や定額制プリンターの導入など）をして、学校で必

要とする教材は可能な限り学校（公費）で購入しようという取り組みです。 

千歳市公立小中学校事務職員連携会議（以下学校間連携会議）では2014年度より保護者

負担軽減をテーマに活動をすすめてきました。今年度は「保護者負担軽減・公費化の具体化」

を研究主題とし、とりくみをすすめています。 

今回はそのとりくみのひとつとして毎年行っている「学校徴収金調査」の結果について教

職員のみなさんにお知らせします。保護者負担軽減・公費化に向けて校内での議論や検討に

役立てていただければと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円） １年生 ２年生 ３年生 

国 語 1,172 784 761 

社 会 1,970 1,030 1,035 

数 学 648 620 620 

理 科 1,135 1,042 1,042 

英 語 1,025 747 852 

音 楽 1,223 172 172 

美 術 2,152 720 657 

技 術 1,607 2,390 1,035 

家 庭 628 842 271 

体 育 370 184 184 

共 通 1,464 1,326 1,801 

その他 1,611 1,427 2,681 

諸 会 482 482 2,911 

平均総額 15,487 11,766 14,022 

2014年度平均総額 18,035 12,880 19,569 
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今年の調査結果からみると、義務教育の９年間における学校徴収金は、年度当初の

ものだけで８３，９２９円（小学校４２，６５４円、中学校４１，２７５円）となり

ます。義務教育は無償で受けられるはずですが、保護者から多くのお金を集めて教材

を購入していることがわかります。 

しかし同じ調査の 2014 年度の結果と比べると、小中学校すべての学年で減額と

はいきませんでしたが、徴収金額が減っている学年が多くありました。保護者負担軽

減へのご理解、ご協力ありがとうございます。 

今後も学校間連携会議では保護者負担軽減に向けて様々なとりくみをすすめてい

きます。教材の公費化などご相談があれば、事務職員までお願いします。毎年学年や

担任が変わる中で教材を選定することはとても大変だと思いますが、保護者からの徴

収金を増やすことなく教材を決めるためにも、校内での相談の輪を広げましょう！ 



◎2018年度旅行的行事費用 

 教材費の他に、社会見学や宿泊学習・修学旅行など、旅行的行事における費用についても

保護者から徴収しています。研修内容や研修先によってその金額は様々です。 

（宿泊学習は小学校５年生と中学校２年生、修学旅行は小学校６年生と中学校３年生の金額のみ記載） 

（単位：円） 社会見学・他 宿泊学習 修学旅行 

小学校

１年生 

平均値 1,638   

（最高値／最安値） （3,153/500） 

小学校

２年生 

平均値 965 

（最高値／最安値） （3,030/200） 

小学校

３年生 

平均値 1,374 

（最高値／最安値） （3,990/200） 

小学校

４年生 

平均値 1,887 

（最高値／最安値） （3,990/200） 

小学校

５年生 

平均値 220 6,999 

（最高値／最安値） （3,030/500） (10,500/2,000) 

小学校

６年生 

平均値 220  18,961 

（最高値／最安値） （3,030/500） (24,000/16,500) 

小学校平均小計 6,304 6,999 18,961 

中学校

１年生 

平均値 4,025   

（最高値／最安値） （12,400/1,000） 

中学校

２年生 

平均値 2,450 11,987 

（最高値／最安値） （7,500/3,000） (20,000/2,000) 

中学校

３年生 

平均値 375  65,703 

（最高値／最安値） （3,000/3,000） (71,100/58,000) 

中学校平均小計 6,850 11,987 65,703 

平均合計 13,154 18,986 84,664 

 総計116,804 

 

  

 

平均値の下にその学年・行事における金額の内、最も高かった金額と最も安

かった金額を載せました。学校規模によっても違いますが、例えば同じ「修学

旅行」でも、小学校では７，５００円、中学校では１３，１００円保護者か

ら集めている金額に差がありました。みなさんの学校の旅行費はいかがです

か？ 

 研修先や研修内容によっても金額は変わりますが、最近ではバス代などに

よっても大きく変わるようです。行程の見直しや複数業社への見積りなど、

一度校内で検討してみてはいかがでしょうか。 

小学校と中学校の平均を

足した９年間の旅行費 

ここに注目！ 

～金額は下記の方法で記載しています～ 

平均値…実施なし（０円）を含む市内全学年の平均 

最高値／最安値…実施があった（お金がかかった）

中で比較 ※０円を含まない 



◎その他の保護者負担 

 今回の結果でわかった教材費・旅行的行事費の他にも、保護者に負担を求めているものが

あります。これらを総計すると義務教育９年間で保護者の負担が大きいことがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎市内の学校の保護者負担軽減・公費化のとりくみ 

 学校間連携会議では保護者負担軽減・公費化のためにどんな実践をしたか、交流をしてい

ます。その中の一部を紹介しますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「兄弟姉妹の有無によって購入する教材」 

…鍵盤ハーモニカ、リコーダー、絵の具セット、習字セット、裁縫セット、柔道着など 

長子が入学した際には、小中９年間で約２２，０００円必要です。 

※学校によって金額は異なります 

「給食費」 

…今年度から各学年で回数を決められるようになりました。昨年度までの金額で合計す

ると、小中９年間で約４５０，０００円かかっています。 

 他にもランドセルや指定鞄、

制服、ジャージなど… 

予算執行の見直しによって公費負

担を増やしました！ 

○定額制プリンターの導入・使

用の声かけをすることで印刷

代（特にコピー機代）を節約

し、公費負担を増やした 

○氏名印・用紙類（画用紙等）・

半紙・フラットファイルを学

校で購入している 

保護者負担に寄附をお願いし、新規購入の数を減

らしました！ 

○サイズが小さくなって使わなくなったスケー

ト靴などの寄附を保護者に呼びかけ、学校で

貸出し等を行う 

学校常備品とすることで 

保護者負担から公費負担への転換！ 

○あさがおセットを学校で購入 

○さんすうセットを学校で購入 

○社会科の資料集（５・６年生）を学校で購入 

その他の取り組み 

○氏名印を公費負担で購入し、中学校へ引き継いでいる 

○事業や支出の見直しによるＰＴＡ会費の値下げ 

○修学旅行の行程変更による交通費の減額 

○学級活動費（消耗品などを購入）の徴収をやめ、公費で対応 


